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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 豊臣期大名権力宇喜多氏の研究 

 学位申請者 森脇崇文 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 川合康 

  副査 大阪大学教授 村田路人 

  副査 大阪大学教授   飯塚一幸 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、戦国期から近世初頭にかけての大名権力の変革過程を、備前宇喜多氏の動向を通じて明らかにしよ

うとしたものである。序章・終章のほか６章から構成され、枚数は 438 枚（400字詰め換算）である。 

 序章では、戦国期および近世初頭の大名権力の構造に関する研究史を整理し、変革期として豊臣政権期の大名

権力を分析する重要性を指摘した。そして、分析対象として備前宇喜多氏を取り上げる意義を提示し、宇喜多氏

をめぐる近年の研究状況を整理した。 

 第一章では、天正 2 年(1574)から翌年にかけて勃発した「天正初期備作動乱」の実態を考察し、宇喜多氏が備

作地域において最大勢力に成長する政治過程を明らかにした。①この動乱は、西国で構築された「毛利氏包囲網」

に対抗するため、毛利氏が宇喜多氏と連携し、浦上宗景ら反毛利勢力を一掃したものであったこと、②その結果、

宇喜多氏を支援する毛利氏と、浦上氏を公認していた織田氏の間に対立が生じたが、備作地域の統率者となった

宇喜多氏は、やがて羽柴秀吉を通じて織田信長と結んだことを論じた。 

 第二章では、大陸出兵が休戦を迎えた直後の文禄 3 年(1594)に実施された宇喜多氏分国の惣国検地と、その翌

年に行われた寺社領一斉寄進について検討した。①惣国検地は当主宇喜多秀家の強い主導性のもとに、蔵入地を

確保する目的で実施されたこと、②分国内の寺社領の大半は検地により収公され、宇喜多氏に一元的に把握され

たうえで、翌年の一斉寄進により寺社領の一部が寺社へ還付されたこと、③寄進という形式で還付が行われたの

は、宇喜多氏による寺社編成という意図が存在したことを指摘した。 

 第三章では、寺社領一斉寄進前後における備前金山寺の遍照院圓智の役割に注目して、宇喜多氏の寺社編成の

特質を考察した。①圓智は、宇喜多氏分国の新しい寺社秩序を維持する役割を担ったこと、②圓智が作成した「寺

僧社僧掟之事」は、金山寺を分国内寺社の本寺に位置づけ、宇喜多氏に対する宗教的忠節を義務づけたものであ

ったこと、③宇喜多氏による寺社編成は、豊臣政権の寺社統制策と共通する性格をもち、宇喜多氏改易後の大名

権力にも継承されたことを明らかにした。 

 第四章では、豊臣秀吉の養女で秀家室となった豪姫が、文禄 4 年(1595)に「狐憑き」と目される奇病に臥した

事件の実像を検証した。豪姫の重病に対して秀吉・秀家があらゆる手段で彼女の回復をはかった事実に注目して、

秀次事件後の政権内で宇喜多・豊臣・前田の三氏を結び付け、豊臣一門を構成する「秀吉の孫」を生むという、



豪姫が担っていた重要な政治的役割を指摘した。 

 第五章では、豊臣期宇喜多氏の家中構成が記された「宇喜多氏分限帳」について分析を加え、惣国検地後にお

ける宇喜多氏権力の内部構造とその変化を検討した。①分限帳は文禄 3年の惣国検地に基づいて作成され、慶長 5

年(1600)正月初旬まで更新されたが、同年 8 月頃に活用が放棄されたこと、②分限帳の内容から、宇喜多氏が富

川氏ら一門・宿老に大規模な加増を行い、組頭として多数の与力給人を監督させることによって、彼らに多数の

軍役動員を負担させようとしていたこと、③その一方で、秀家は直臣層に対しても多くの加増を実施し、一門・

宿老への依存に一定の歯止めをかけようとしていたことを論じた。 

 第六章では、豊臣期宇喜多氏における分国運営のあり方を考察し、宇喜多騒動の歴史的意義を明らかにした。

①秀家幼少期は、宇喜多氏の分国運営は一門・宿老らが中核を担ってきたが、文禄３年の惣国検地の頃から、秀

家による分国運営への主体的関与が見られるようになること、②秀家のもとで分国運営の実務を担う奉行人集団

が形成され、彼らには庶流名字「浮田」が付与されたこと、③慶長 5 年正月に直属奉行人の中村家正が襲撃され

る宇喜多騒動が発生するが、この襲撃には一門・宿老が関与しており、彼らの目的は直属奉行人たちを通じて推

進される集権化政策の制止にあったと考えられ、「初期御家騒動」の一事例として評価できるとした。 

 終章では、本論文で明らかにした宇喜多氏権力の動向に基づいて、豊臣期大名権力の課題とその方向性につい

て総括を行った。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文の第一の成果は、文禄 3 年(1594)に宇喜多分国で実施された惣国検地とその翌年に行われた寺社領一斉

寄進、軍役動員の基本台帳である分限帳の作成について、従来の研究史上の問題点を的確に指摘して、限られた

史料から実態を復元することに成功し、さらにそこから宇喜多氏権力の転換を明らかにしたことである。大陸出

兵頓挫によって分国の一元的把握が必要となり惣国検地が行われ、それを契機として、備前金山寺の遍照院圓智

を介して分国内の寺社編成が進められたことや、一門・宿老に大規模な加増を行って軍役負担に対応させると同

時に、直属奉行人らを加増によって組頭に取り立て、直臣家臣団を強化していく方向性をもっていたことなどは、

緻密な史料分析が行われてはじめて解明できた点であり、高く評価される。 

 第二の成果は、そのような豊臣期宇喜多氏の分国運営のあり方について、豊臣政権の政策との共通性を見出す

とともに、宇喜多氏改易後の大名権力にも継承されたとして、宇喜多氏の権力を豊臣期大名権力の典型として位

置づけ、宇喜多騒動・関ケ原合戦で「崩壊」する権力の象徴として宇喜多氏をとらえてきた従来の理解をくつが

えしたことである。宇喜多騒動についても、本論文では秀家主導の積極的な分国運営が一門・譜代重臣との対立

を惹起したとして、近世大名に見られる「初期御家騒動」に位置づけており、当時の大名権力全体のなかで宇喜

多氏権力を理解しようとする姿勢が貫かれている。 

 その他、新たな庶流名字である「浮田」姓の直属奉行人への付与を明らかにしたことや、これまで学問的検討

がほとんどなされてこなかった豪姫「狐憑き」事件を一次史料に基づいて解明し、そこから宇喜多氏と豊臣政権

との親密な政治的関係を読み解いたことも、貴重な成果であると思われる。 

 但し、残された課題も大きい。第一章で検討した天正年間前半期と、第二章以下で検討する文禄年間との間の

時期、すなわち宇喜多秀家が幼少で一門衆や宿老が分国運営を担っていた天正年間後半期が、本論文では正面か

ら検討されていないことや、豊臣政権ときわめて近い宇喜多氏の特性が、十分に考慮されていないことなどであ

る。とはいえ、これらの課題は、本論文の達成を踏まえて検討を進めることで解決されると思われる。 

 よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


